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く
、

今
回
の

研
究
に

最
も
適
し

て

い

る

地
域
で

あ
る

と

考
え
ら
れ

る

本
山

地
域
を

対
象
と

し
て

い

る
。

　

本
報

告
の

小

結
と
し

て

は、

本
山
地
域
の

町
は

、

銅
山

閉
山
に

よ
っ

て

衰
退
し
た
が

、

神
社

活
動
に

つ

い

て

は
、

現

状
維
持
が
困
難
で、

町
復

興

の

可
能
性
も
低
い

と
思
わ
れ
る

中
で

も
神
社
へ

の

地
域
住
民
の

関
心
が
高

く、

毎
年
の

例

祭
も
き
ち
ん

と
さ
れ
て

い

る
こ

と
が
調
査
に

よ

っ

て

明
ら

か
に

な
っ

た
。

　

今
後
の

課
題
と

し
て

は
、

本
報
告
の

た

め

に

行
っ

た
追
加
調
査
で

現
存

す
る

五

つ

の

集
落
は

他
所
の

地
区
の

祭
り
と

は
一

切
関
わ

り
を
持
っ

て

い

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
こ

う

ふ

　

ち

ょ

う

ぶ

な
い

こ

と

が
判
明
し
た

。

ま
た
、

地
区
は

大
き
く
分
け
て

坑
夫
と

町
部
に

分
類
す
る

こ

と
が

で

き、

神
社
に

対
す
る

関
心
に

つ

い

て

も
異
な

る

性
格

を

持
っ

て

い

る

こ

と

が

明
ら

か

に

な
っ

た
。

そ
れ

は
一

体
ど

の

よ

う
な
こ

と
な
の

か
、

ま
た
、

そ

れ

に

は

単
一

産
業
集
落
の

持
つ

性
格
と

何
ら

か
の

関
係
が

あ
る

の

か

に

つ

い

て

次
回

の

調
査
で

明
ら

か
に

し

た

い
。

洪
水
と

稲
作
儀
礼

　
　

　
　

大
垣
市
十
六

町
の

粥
占
い

を

中
心
に

ー

隔

卜

　
本

　
英

津

子

　

粥
占
い

は
、

日
本
列
島
に

広
く
分
布
す
る
儀
礼
だ
が、

占
い

と

い

う
性

質
の

た

め

か
実

態
は

不
明
な
点
が

多
い

。

井
之
口

は
、

「

超
人
間

的
な

力

の

存
在
を

信
じ、

そ
れ
に

対
処
す
る

知
識
や
技
術
」

で

あ
る

俗
信
の
…

つ

と
し

て
、

粥
占
い

を
位
置
づ

け
た

（
井
之

凵
章
次
『

日

本
の

俗
信
」

弘
文

堂
、

一

九
七
五
）

。

ま
た

谷
口

は
、

粥
占
い

の

特
徴
と

し
て
、

実
際
の

生

産
活
動
を
規
定
す
る

側
面
を
持
つ

こ

と
を
示
唆
し
て

い

る
（
谷
口

貢
「

年

占
の

形
態
と

宗

教
構
造
」

『

宗
教
学
論

集
十
号
』

駒

沢
大
学
宗

教
学
研
究

会
、

一

九
八

〇）
。

　

本
発
表
で

は
、

こ

う
し
た

先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、

大
垣

市
十
六
町
で

行
わ

れ

る
粥
占
い

を
取
り
上

げ
る

。

十
六
町
に

お

け
る

自
然
環
境
や

稲
作

農
耕
か

ら、

粥
占
い

と

い

う
儀
礼
を

分
析
し

た
い

。

　

大
垣

市
十
六

町
は
、

濃
尾
平
野
北
西
部
の

氾
濫
原
に

位
置
し
て

い

る
。

地
下
水
や
河
川
な
ど
、

水
が
曲

豆

富
で

あ
り、

か
つ

て

は

自
然
に

水
が
湧
く

自
噴
井
が

多
く
あ
っ

た
。

夏
期
は

特
に

地
下

水
位
が
高
ま
り
、

耕
地
に

し

ば

し

ば

水
が

に

じ

み

出
る

。

そ

の

た
め

水
田

稲
作
に

は

向
く
が

畑
作
に

は

向
か

ず
、

畑
は

耕
地
全

体
の
一

〜

二

割
の

微
高
地
に

限
ら
れ
る

。

ま
た

時

に

水
は

氾
濫
を
起
こ

す
た

め
、

十
六

町
に

は
、

集
落
と

耕
地
の
一

部
を

囲

う
輪
中

堤
防
が

作
ら

れ
て

い

る
。

水
の

統
御
は
輪
中
全

体
で

行
わ

れ
る

。

十
六
町
の

耕
地
は
、

堤
防
内
と

堤
防

外
に

そ
れ
ぞ
れ
分

散
し
て

所
有
さ
れ

て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

、

十
六
町
は

水
の

恵
み
を
受
け
る

水
田
地

帯
で

あ

り、

同
時
に

水
の

規
定
を
強
く
受
け
る

地
域
で

あ
る

。

　

粥
占
い

は
、

正
月
一

五

日
に
近
い

日
曜
日

に
行
わ
れ
る

。

粥
占
い

を

行

う
場
所
は
八

幡
神
社
で

あ
る

。

八

幡
神
社
は
、

十
六
町
の

最
北
西

部
に

位

置
し
て

い

る
。

町
内
で

最
も
標
高
が
高
く、

水
に

つ

き
に

く
い

。

近
世
の

絵
図
に

よ

る

と
、

こ

こ

は

隣
村
か
ら
の

取
水
凵
で

あ
り、

ま
た
か
つ

て

は

境
内
に

自
噴
井
が
あ
っ

た
。

こ

の

意
味
で

八

幡
社
は

重
要
な
取
水
口

の
一

つ

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

八

幡
社
は
、

水
利
用
と

水
防
を
象
徴
す
る

神
社

で

あ
る

。

　

十
六

町
の

粥
占
い

は
、

麻
縄
で

縛
っ

た

女
竹
二

〇

本
を
使
用
す
る

。

竹

筒
を

小
豆

粥
の

釜

に

入
れ
、

粥
が

煮
た

っ

た
ら

取
り
出
し、

竹
筒
の

中
に
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入
っ

た
小
豆
の

量
で

作
物
の

豊
凶
を

占
う

。

粥
占
い

に

は
神
職
は

参
加
せ

ず
、

白

治
会
、

各
班
の

当
番
を

中
心
に

行
う

。

占
い

の

対
象
と
な
る

作
物

は、

「

麻
、

菜
種、

大

麦、

小
麦
、

草
種、

大
豆
、

小
豆

、

ひ、
凡

、

と

う

き
び

、

本
綿、

い

も
、

そ
ば

、

大
根、

早
稲、

中
稲

、

晩
稲
、

上

出、

下

出、

蚕、

　

切
草
木
」

の

二

〇

種
で

あ
る
。

」
L

田
、

下

田

は

そ

れ

ぞ
れ

輪

中
堤
防
内、

堤
防
外
の

水
田
を
指
す

。

二

〇
種
の

う
ち

畑
作
物
は
、

麻、

木
綿、

と

う
き
び
、

大
根、

い

も
の

五
種
の

み

で

あ
る

。

蚕、

一

切
草
木

を
除
く
作
物
の

多
く
は、

田、

あ
る

い

は

田
の

畔
で

作
ら
れ

る
。

こ

の

よ

う
に

十
六
町
に

お
い

て

は、

粥
占
い

の

対
象
は

田
作
物
が
中
心
と

な
る

。

　
こ

れ
ら
の

作
物
は、

現
在
で

は
ほ

と
ん

ど
作
付
さ
れ
て

い

な
い

。

昭
和

初
期
の

農
耕
の

聞

取
り
に

よ
る

と、

こ

れ
ら
の

作
物
を
作

付
す
る

際
特
に

注
意
が
必

要
な
の

は
、

小
麦．、

大
麦

、

蕎
麦
な
ど
の

裏
作

物
と
稲

作
の

切

り
替
え
で

あ
る

。

麦
や

蕎
麦
を

作

付
す
る

に

は
、

耕
地
が

乾
燥
し
て

い

る

必
要
が

あ
る

。

し
か
し

周
辺
に

湛
水
中
の

水
田

が

あ
る

と
、

水
が
に

じ

み

耕
地

が
濡
れ

て

し
ま

う。

卜
六
町

で

は
、

耕
地
の

所

有
が

分
散
し
て

い

る

た

め
、

周
辺
耕
地
の

所
有
者
と

作
業
日
程
の

相
談
が

必

須
と
な

る
。

こ

の

よ

う
に
作
付
は

個
人
の

問
題
で

は

な
く
集
団
の

問
題
と
な
っ

て

い

る
。

　

以
上
の

検
討
か

ら
、

十
六
町
の

粥
占
い

は
、

以

下

の

よ

う
に

分
析
で

き

る
。

（

1
）

水
の

規
制
を

強
く
受
け
る
た

め
、

水
は

入

間
を

越
え
た

存
在
と

さ
れ
て

お
り、

粥
占
い

は
そ
れ
に

対
処
す
る

判
断
基

準
の
一

つ

で

あ
る

こ

と
。

（

2
∀

町
単
位
で

粥
占
い

を
行
う
こ

と

に

よ

っ

て
、

水
の

神
意
の

も
と

で

作
付
を
行
う
事
を
成

員
全

体
で

確
認

す
る

。

そ
し

て

結
果
に
基
づ

い

た

協
議
の

上
で

作
付
が
工

夫
さ
れ
る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

作
付
は
個
々

人
の

勝

手
を

離
れ、

稲
作
農

耕
は
強
い

協
調
性
を
持
つ

。

　

こ

の

よ

う
に

十
六

町
の

粥
占
い

に

は
、

水
を

人
間
と
は

別
次
元
に

置

き、

そ
れ

を

共
同
で

認
識
し
た
上
で

作
付
す
る

仕
組
み

が
あ
っ

た
。

は

水
防
と

水
利
用
の

は
ざ
ま
で

生
き
る

人
々

の

工

夫
と

言
え

る
。

流

行
神
を
め

ぐ
る
一

考
察

黄

こ

れ

緑

　
萍

　

本
発
表
で

は、
．

一

〇
〇

三

年
か
ら

急
に

流

行
り

出
し
た
「

幸
運
の

女

神
」

、

「

福
の

神
仙
台
四
郎
の

現
代
版
」

と

さ
れ
る

仙
台

幸
子
を
事

例
と
し

て

取
り
上
げ、

そ
の

信
仰
の

展
開
過
程
を
把
握
し

た
。

そ
の

際
に

は
、

流

行
神
に

関
す
る
先
行
研
究
の

指
摘
に

留
意
し

、

そ

れ

と
の

比

較
に

立
っ

て

特
徴
を

考
察
し
た

。

　

仙
台

幸
子
と
は、

実

在
の

人
物
を

元
に

作
ら
れ

た

幸
運
を

呼
ぶ

と
さ
れ

る

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

で

あ
る

。

そ
の

キ
ャ

ラ

ク

タ

ー

と
な
っ

た

人
物
は

「

幸

子
」

と

い

う
名
の

女
性
で

あ
る

。

実
の

娘
の

峰
ハ

チ

ヨ

が

二

〇
〇
一

年
か

ら

自
分
の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に
、

母
の

立
ち

寄
る

所
に

人

が

押
し
寄
せ

て

く

る

と
い

う
エ

ピ

ソ

ー

ド

を

載
せ

、

仙

台
四

郎
に
閃
ん

で

「

仙
台
幸
子
」

と

命
名
し

た
。

．
一
〇

〇一一．
年
に

は

東
北

放
送
の

ラ
ジ

オ

で

報
道
さ
れ
、

そ
れ

を
き
っ

か

け
に

峰
ハ

チ

ヨ

は

「

幸
子
」

の
一

歳
頃
の

写
真
を

使
っ

た
新
た

な
グ

ッ

ズ
を

製
作
し
た．．

こ

れ
が

頒
布
さ

れ

る
と

「

ご

利
益
が
あ
っ

た
」

と

の

声
が
寄
せ

ら
れ
て

き
た

。

そ
の

後、

仙
台
幸
子
は

次
々

と
メ

デ

ィ

ア

に

取
り
上

げ
ら

れ、

広
く
知
ら

れ
る

よ

う
に

な
っ

た
。

し
か
し．
一
〇
〇
六

年
か
ら

そ
の

報
道
は

減
少
し

、

二

〇
一

〇

年
以
降
に

な
る

と

メ

デ
ィ

ア

か

ら
は

ほ

と

ん

ど

取
り
上

げ
ら

れ

な
く
な
っ

た
。

　

本
発
表
は

仙
台
幸
子
の

展
開
過
程、

幸
子
本
人
の

特
徴
及
び

購
入
者
の

444（1278）
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